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１．はじめに 

(社)気泡工法研究会では，気泡を用いたソイルセメント地中連続壁工法 1)の更なる施工の効率化およびコス

ト削減と工期短縮を図ることを目的に AWARD-Para工法を開発してきた．ここでは，本工法の現場適用性の検

証を目的に実施したフィールド試験の結果について報告する． 

２．フィールド試験結果 

AWARD-Para工法の特徴である掘削工程と固化工程について

それぞれの施工性・品質を示し，評価する．図-1にフィールド

試験おける杭配置および施工順序を示す． 

2.1掘削工程 

掘削工程では，半接円方式の杭配置で気泡と少量のセメント

スラリーを注入して地盤を掘削し，固化工程における品質確保

のため溝壁を低強度で固化した（仮固化）．掘削性能と溝壁の固

化状態の確認のためウェットサンプリングにより GL.-5.0m お

よび-9.0m 地点の試料を採取し，気泡安定液の密度および流動性と仮固化土の強度（1 日強度）を確認した．

その結果を表-1 に示す．密度は配合設計から想定されるものに比べ小さく，深度が大きくなるとその傾向が

大きい．流動性を TF 値で評価すると想定値よりも小さいものの一般的な目安の TF 値で 135～240mm の範

囲内である 2)．仮固化した強度は，固化工程の溝壁安定性と掘削容易性の観点から 200≥qu1≥50（kN/m2）の

範囲を目標としたもののどちらの値も下限値を下回り，強度発現が小さい．施工速度は貫入時の平均 0.74m/min

（設定 0.8m/min），引抜き時の平均 2.12m/min（設定 2.0m/min）となり概ね設定どおりに施工できている． 

表-1 掘削工程の施工性・品質の測定結果一覧 

2.2固化工程 

固化工程では，目違いをなくすために掘削工程と施工芯を 90㎝ずらし再削孔し，消泡剤を添加したセメン

トスラリーを注入した．この時，仮固化土中の気泡が消泡するため排泥の低減が見込める．固化工程における

性能確認項目を以下に示す． 

1)固化工程専用機による施工性（貫入精度，攪拌性）の確認 

貫入精度の評価位置を図-2，計測結果一覧を表-2 に示す．傾きについては概ね鉛直性が確保されている

ものの，偏心量は壁体軸方向に大きく掘削工程の偏心量が影響している可能性が考えられる． 

施工速度は貫入時の平均 1.00m/min（設定 1.2m/min），引抜き時の平均 1.92m/min（設定 2.0m/min）となり，

仮固化土の掘削に想定より時間がかかっている．固化時の掘削速度は高速施工に関わる重要な要素なのでこ
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図-1 半接円方式における杭配置 

コアボーリング位置 
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の改善が課題である． 

固化工程終了後，ウェットサンプリングにより採取した試料で TF 値およ

び残留気泡量を計測した結果を図-3，図-4に示す．TF値は芯材挿入性を確保

できる 150mm以上であった．さらに芯材挿入試験を実施し，従来と変わらな

い施工性を確認した．また，気泡残留率は従来の気泡掘削工法では 5%程度で

あるが、本試験においてもほぼ同程度の消泡率である. 

コアボーリングにより試料を採取し造成体の密度と強度を計測した結果を

図-5，図-6 に示す．エレメントのラップ部，中央部のいずれも密度は概ね

1.8g/cm3で深度に関わらずほぼ一定であり，混合攪拌性は良好と考えられる．

強度はバラツキが大きいものの 28 日強度でいずれの値も目標強度を

1,000kN/m2を超えている． 

2)溝壁の安定性の確認 

仮固化土の 1日強度 qu1が小さかったため再掘削および引き上げ時においてセメントスラリーやエアーが

施工しているエレメントを外れた弱部からの漏出する恐れがあった．しかし，そのような現象は見られず仮

固化土が隣り合うエレメントへの影響を与えていないことが確認できた． 

３．まとめ 

AWARD-Para工法のフィールド試験を通して施工性・品質等の性能確認をし，半接円施工や貫入・引上げ速

度向上による施工効率の向上を図れることを実証した．今後，更なる優位性が高い工法にするため課題の解決

や施工性・品質の向上が必要であると考える． 
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図-6 固化時の強度分布 

図-3 固化時の TF値 

図-2 貫入精度の 
評価位置 

表-2 貫入精度の測定結果一覧 

θ1 θ2 δ1 δ2 θ1 θ2 δ1 δ2

掘削1 90° 90° + 6 mm 0 mm 固化1 90° 90° + 15 mm + 63 mm

掘削2 89.5° 90° + 22 mm + 50 mm 固化2 90° 89° + 5 mm  - 6 mm

掘削3 89.5° 89.5° + 18 mm + 80 mm 固化3 90° 90° + 10 mm + 80 mm

掘削4 90° 90° + 23 mm + 30 mm

計測箇所
シャフト傾き シャフトの偏心量

計測箇所
シャフト傾き シャフトの偏心量

図-4 気泡の残留状況 図-5 固化時の密度分布 
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